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ビ
フ
テ
キ
と
カ
レ
ー
に
大
満
足

久
保
田
の
町
に
は
与
階
軒
と

い
う
西
洋
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、

バ
ー
ド
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
し
か

も
久
保
田
で
過
ご
し
た
６
日
間
は

天
気
に
恵
ま
れ
、
ご
機
嫌
で
病
院

や
師
範
学
校
、
機
織
工
場
な
ど
市

内
見
物
に
い
そ
し
ん
だ
。

山
形
県
に
入
っ
て
か
ら
久
保
田

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

鐙
啓
記
）

ま
で
ほ
と
ん
ど
雨
は
降
ら
な
か
っ

た
が
、
久
保
田
を
出
た
後
は
雨
が

降
り
続
い
た
。
梅
雨
の
さ
な
か
の

た
め
、
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
が
、

八
郎
潟
の
湖
岸
の
道
を
進
ん
だ
と

き
は
膝
ま
で
泥
に
埋
ま
り
、
ま
る

で
田
ん
ぼ
の
中
を
歩
い
て
い
る
よ

う
な
状
況
だ
っ
た
。

県
北
の
大
河
・
米
代
川
は
増
水

の
た
め
川
止
め
だ
っ
た
が
、
頼
ん

で
無
理
に
川
舟
を
出
し
て
も
ら
っ

た
。
上
流
か
ら
操
船
で
き
な
く

な
っ
た
屋
形
船
が
流
さ
れ
て
き
て

木
に
ぶ
つ
か
り
、
８
人
が
川
に
投

げ
出
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
た
。

秋
田
県
北
部
の
城
下
町
大
館

も
、
戊
辰
戦
争
で
焼
き
討
ち
に
合

い
、
寂
し
い
町
と
な
っ
て
い
た
。

青
森
県
境
の
矢
立
峠
で
は
、
天
然

秋
田
杉
が
林
立
す
る
景
観
に
魅
了

さ
れ
絶
賛
し
た
。
峠
は
明
治
天
皇

の
東
北
巡
行
の
た
め
整
備
中
だ
っ

た
が
、
大
雨
の
中
、
青
森
県
側
へ

泳
ぐ
よ
う
に
し
て
峠
を
下
っ
て

行
っ
た
。
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梅
雨
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
秋
田
か
ら
青
森
へ

ゆ
く
先
々
で
新
道
工
事

山
形
と
秋
田
の
県
境
と
な
る
院

内
峠
を
越
え
た
バ
ー
ド
は
、
院
内

で
６
人
の
土
木
技
師
と
同
宿
と

な
っ
た
。
院
内
峠
を
ト
ン
ネ
ル
掘

削
す
る
か
羽
州
街
道
を
改
良
す
る

か
検
討
す
る
た
め
の
測
量
だ
っ

た
。明

治
９
年
と
14
年
、
明
治
天
皇

に
よ
る
北
海
道
と
東
北
の
巡
幸
が

行
わ
れ
た
。
秋
田
県
は
明
治
14
年

に
訪
れ
た
が
、
バ
ー
ド
が
旅
を
し

た
時
期
は
、
巡
幸
の
た
め
の
道
路

整
備
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
傾

斜
の
き
つ
い
道
を
緩
や
か
に
し
、

道
を
広
げ
、
場
合
に
よ
っ
て
新

ル
ー
ト
を
選
ん
だ
結
果
、
バ
ー
ド

た
。秋

田
県
に
は
雄
物
川
と
い
う
大

河
が
流
れ
て
い
る
。
バ
ー
ド
は
持

参
し
た
地
図
で
雄
物
川
の
河
口
が

県
庁
所
在
地
の
久
保
田（
秋
田
市
）

と
確
認
し
、
神
宮
寺
か
ら
川
舟
で

行
く
こ
と
に
し
た
。
危
な
い
か
ら

と
断
る
漁
師
を
説
得
し
、
久
保
田

ま
で
川
舟
で
行
く
こ
と
に
成
功
、

行
程
を
一
日
短
縮
で
き
た
。

の
旅
は
い
く
ら
か
楽
に
な
っ
た
。

翌
日
の
宿
泊
は
湯
沢
と
決
め
て

い
た
が
、
前
日
に
40
軒
以
上
を
焼

く
大
火
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た

旅
館
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
横
手
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。

横
手
の
隣
町
六
郷
で
は
、
裕
福

な
商
人
の
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い

て
、
警
官
の
粋
な
計
ら
い
で
着
物

を
着
る
な
ど
変
装
し
て
見
物
し

イ
ザ

ベ
ラ

・バードの見た東北・
北

海
道

雨で増水した米代川

バードが六郷で葬儀を見物した仁井田甚助の墓
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「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
か
ら
令

和
４
年
８
月
５
日
現
在
ま
で
１
１
９

８
駅
が
登
録
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い

る
。
理
由
の
一
つ
に
ド
ラ
イ
ブ
途
上

で
休
憩
す
る
道
路
利
用
者
と
農
林
水

産
物
等
地
場
産
品
の
販
売
な
ど
の
沿

道
地
域
と
の
交
流
・
連
携
が
あ
げ
ら

れ
る
。
人
口
減
少
の
中
で
、
産
学
官

が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
下
、
交
流

促
進
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
「
点
か
ら
線
へ
」

の
展
開
と
し
て
日
本
風
景
街
道
な
ど

と
の
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
25
年
ま
で
「
道

の
駅
」第
３
ス
テ
ー
ジ
と
位
置
付
け
、

「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠

点
へ
」
進
化
す
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
時
期
を

得
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
我
が
国
は

元
よ
り
脆
弱
で
災
害
が
頻
発
す
る
国

土
で
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
が
近
い
将
来
生
起
す
る

と
予
想
さ
れ
、
過
度
な
東
京
一
極
集

中
を
緩
和
し
地
方
の
特
色
あ
る
自
立

的
発
展
を
促
進
す
る
た
め
、
リ
ス
ク

分
散
型
・
共
生
型
国
土
形
成
を
図
る

こ
と
が
肝
要
だ
。
故
に
「
国
土
強
靭

化
」
と
連
携
し
「
地
方
創
生
」
を
加

速
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
地
方
創
生
」
の
担
い
手
と
し
て

「
定
住
人
口
」
と
「
交
流
人
口
」
に

加
え
、地
方
・
地
域
と
の
関
係
を
「
交

流
人
口
」
か
ら
更
に
深
め
る
「
関
係

人
口
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
地
方

創
生
の
「
定
住
」「
関
係
」「
交
流
」

各
人
口
を
増
や
す
に
は
、
交
流
・
連

携
を
促
進
す
る
情
報
・
交
通
網
の
拡

充
・
強
化
が
必
要
だ
。
併
せ
て
地
域

と
地
域
が
連
携
す
る
「
地
域
連
携
」

の
進
化
が
欠
か
せ
な
い
。
地
域
同
士

が
互
い
の
長
所
を
生
か
し
短
所
を
補

う
「
相
互
補
完
」
に
よ
り
「
１
＋
１

>

２
」
と
な
る
よ
う
な
相
乗
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
国
と
地
方
」、「
官
と
民
」、「
東

京
と
地
方
」
が
、こ
の
「
相
互
補
完
」

に
よ
り
「
相
互
互
恵
」
と
な
る
価
値

観
を
共
有
し
、
連
携
を
進
化
し
、「
地

方
創
生
」
そ
し
て
「
日
本
創
生
」
を

加
速
し
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
い

う
今
日
の
停
滞
・
閉
塞
状
況
を
打
破

す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

「
地
方
創
生
」
加
速
へ
　
道
の
駅
と
地
域
連
携
の
進
化
を

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
越
川
さ
ん

（
左
）
と
五
月
女
駅
長

かみゆうべつ温泉チューリップの湯
松原斗志子統括マネ－ジャー

　道内で数少ない天然温泉を併設して

北海道湧別町中湧別中町 3020-1
道道緑蔭中湧別停車場線　TEL.01586-4-1126

いる道の駅です。オホーツク海からサロマ湖をつ
なぐ紋別市、網走市の中間に位置します。漫画美
術館、鉄道資料館が必見。チューリップが町花で
5月からは広さ7㌶もある近くのチューリップ公
園で120万本190品種が咲き誇ります。

大社ご縁広場
佐伯浩司店長

パワースポットとして人気が高く、

島根県出雲市大社町修理免 735-5
県道斐川出雲大社線　TEL.0853-53-5150

縁結びの神様として有名な出雲大社にいちばん近
い道の駅。展示館「吉兆館」で古来の歴史・文化
を学べます。郷土料理の出雲そば、地元のお土産
や地酒も取り揃えております。無料の足湯を利用
でき、大型バスＯＫの無料駐車場もあります。

白川郷
下目稔駅長

　世界文化遺産白川郷荻町合掌集落に近

岐阜県白川村飯島 411
国道 156 号　TEL.05769-6-1310

く、合掌造りイメージの施設。合掌造りの構造や屋
根の葺き替え方法などを見学できるミュージアムを
併設しています。食堂では白川郷育ち結旨豚（ゆ
いうまぶた）の「豚汁定食」、「ちゃ～しゅ～めん」、
白川郷学園生徒考案の「白川郷いなり」が人気です。


